
第 2 回公開シンポジウム 

 

 2015 年 6 月 8 日・9 日の両日、大阪市中央公会堂にて、π造形科学第 2 回公開シンポジウ

ムが開催されました。会場は 100 年近い歴史を持つネオ・ルネサンス様式の荘厳な建築で、

非常に厳粛なムードの中、発表が行われました。 

 

 今回のシンポジウムで中心となって口頭発表を行ったのは、この 4 月より本領域に加入した

公募班メンバーでした。初日は A03 班が、2 日目には A01 班・A02 班が、最近の研究成果と

採択された課題などについて順次発表しました。将来の共同研究を見据えて、質問やコメント

も数多く飛び出し、活発な議論が繰り広げられました。 

 

 またポスターセッションでは、計画班メンバー及びその共同研究者が主体となり、最近の研

究成果について報告を行いました。すでに論文として発表され、話題となっている報告も多く、

研究背景や今後の可能性について多くの議論が交わされていました。 

 

 1 日目最後には、名古屋大学の岸田英夫博士による特別講演も行われました。開殻π電子

系化合物は伝導性や磁性など興味深い物性を示しますが、従来の分光手法が通用しない場

合も多く、解析の妨げとなっています。岸田博士はこれら開殻π電子化合物に対するラマン

散乱やレーザー分光について語り、その有効性を紹介されました。 

 

 全般に、合成手法からデバイス化に至るまで極めて幅広く報告が行われ、この分野の広大

さと豊かさを改めて印象づける 2 日間となりました。計画班・公募班メンバーとも新たな刺激を

受け、今後の共同研究に弾みをつけるきっかけになったと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活発な議論が繰り広げられた口頭発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスターセッション 


